
建設分野の国家公務員・地方公務員をめざす

1年次 2年次 3年次 4年次

●⼈⽂科学基礎Ⅰ ● ⽂学

●社会科学基礎Ⅰ ● ⽇本国憲法

●アジア⽂化論Ⅰ
● 英語コミュニ
ケーションⅢ

●欧⽶⽂化論Ⅰ ● ドイツ語Ⅲ

●英語コミュニ
ケーションⅠ

● フランス語Ⅲ

●ドイツ語Ⅰ ● 中国語Ⅲ

●フランス語Ⅰ
● 英語コミュニ
ケーションⅣ

●中国語Ⅰ ● ドイツ語Ⅳ

●体育科学Ⅰ ● フランス語Ⅳ

●⼈⽂科学基礎Ⅱ ● 中国語Ⅳ

●社会科学基礎Ⅱ

●アジア⽂化論Ⅱ

●欧⽶⽂化論Ⅱ

●⽂化⼈類学

●英語コミュニ
ケーションⅡ

●ドイツ語Ⅱ

●フランス語Ⅱ

●中国語Ⅱ
●体育科学Ⅱ

● 数学Ⅰ ● 応⽤数学Ⅰ
●計算プログラミ
ング

● 数学Ⅱ ● 確率統計学 ●数値計算法

● 物理学Ⅰ ● 材料⼒学

● 物理学実験Ⅰ ● 応⽤数学Ⅱ

● 化学Ⅰ

● 技術者倫理

● コンピューター
サイエンス

● コンピューター
リテラシーⅠ

● 理⼯学概論Ⅰ

● 数学Ⅲ
● 数学Ⅳ
● 物理学Ⅱ

● 物理学演習

● 物理学実験Ⅱ

● 環境倫理

● コンピューター
リテラシーⅡ

● 理⼯学概論Ⅱ

●構造⼒学Ⅰ
●構造⼒学Ⅱ
●⽔理学Ⅰ ●⽔理学Ⅲ

●⽔理学Ⅱ ●陸⽔システム学

●地盤⼒学Ⅰ ●地盤⼒学Ⅲ
●地盤⼒学Ⅱ ●建設地質学

●社会基盤計画学
Ⅱ
●都市・国⼟計画
論

●複合材料⼯学Ⅰ

●建設材料リサイ
クル
●防災システム学
Ⅰ
●防災システム学
Ⅱ
● 砂防⼯学

●製図技法 ●建設施⼯法Ⅰ
●建設マネージメ
ント

●測量学Ⅰ ●建設⼯学実験Ⅰ ●卒業研究

●測量学Ⅱ ●建設⼯学実験Ⅱ

●測量学実習Ⅰ
●建設システム総
合演習
●建設システムセ
ミナー

国家公務員・地⽅公務員の建設系技術職想定される具体的な進路・職種

国家公務員、地⽅公務員の建設系技術職は、道路、河川、上下⽔道等の社会基盤に関する計画、設計、建設、維
持管理等に管理者の⽴場として従事する職業です。また、公務員試験に合格するためには、専⾨分野のみなら
ず、幅広い教養が求められます。そこで、語学、数学、物理学、コンピューターなど、幅広い基礎科⽬をバラン
スよく学習し、基礎⼒や教養を⾝に付けるとともに、構造⼒学、⽔理学、地盤⼒学、計画学、建設マネージメン
トなどの専⾨科⽬を幅広く履修し、建設分野の管理者として必要な総合⼒、技術的判断⼒を⾝に付けることが重
要です。

●選択科⽬ ●選択必修科⽬ ●必修科⽬

※履修モデルはあくまでも⼀例です。

※教員免許取得をめざす場合は、別途、教職課程の履修、学芸員資格取得をめざす場合は学芸員課程の履修が必
要です。

※カリキュラムは変更となる場合があります。

建設計画システ
ム系 ●社会基盤計画学

Ⅰ
●交通システム学

建設材料システ
ム系 ●建設材料学

●構造解析学

⽔⼯システム系

※記載された科⽬のみでは卒業要件を満たしていない場合があります。履修の際は、カリキュラム表などで確認
のうえ、履修をしてください。

防災システム系

共通

専
⾨
部
⾨

理⼯学基礎科⽬

構造システム系

地盤システム系

区分
授業科⽬

理⼯学部総合基礎部
⾨



建設分野の技術系コンサルタントをめざす

1年次 2年次 3年次 4年次

●⼈⽂科学基礎Ⅰ ● ⽂学

●社会科学基礎Ⅰ ● ⽇本国憲法

●アジア⽂化論Ⅰ
● 英語コミュニ
ケーションⅢ

●欧⽶⽂化論Ⅰ ● ドイツ語Ⅲ

●英語コミュニ
ケーションⅠ

● フランス語Ⅲ

●ドイツ語Ⅰ ● 中国語Ⅲ

●フランス語Ⅰ
● 英語コミュニ
ケーションⅣ

●中国語Ⅰ ● ドイツ語Ⅳ

●体育科学Ⅰ ● フランス語Ⅳ

●⼈⽂科学基礎Ⅱ ● 中国語Ⅳ

●社会科学基礎Ⅱ

●アジア⽂化論Ⅱ

●欧⽶⽂化論Ⅱ

●⽂化⼈類学

●英語コミュニ
ケーションⅡ

●ドイツ語Ⅱ

●フランス語Ⅱ

●中国語Ⅱ
●体育科学Ⅱ

● 数学Ⅰ ● 応⽤数学Ⅰ
●計算プログラミ
ング

● 数学Ⅱ ● 確率統計学 ●数値計算法
● 物理学Ⅰ ● 応⽤数学Ⅱ

● 物理学実験Ⅰ

● 化学Ⅰ
● 技術者倫理

● コンピューター
サイエンス

● コンピューター
リテラシーⅠ

● 理⼯学概論Ⅰ

● 数学Ⅲ
● 数学Ⅳ
● 物理学Ⅱ
● 物理学演習

● 物理学実験Ⅱ

● 環境倫理

● コンピューター
リテラシーⅡ

● 理⼯学概論Ⅱ

●構造⼒学Ⅰ
●構造⼒学Ⅱ
●⽔理学Ⅰ ●⽔理学Ⅲ

●⽔理学Ⅱ ●陸⽔システム学

●地盤⼒学Ⅰ
●地盤⼒学Ⅱ

●社会基盤計画学
Ⅱ
●都市・国⼟計画
論

建設材料システ
ム系

●建設材料学 ●複合材料⼯学Ⅰ

●防災システム学
Ⅰ

●耐震⼯学

●防災システム学
Ⅱ

●防災計画論

●製図技法 ●建設施⼯法Ⅰ ●構造設計

●測量学Ⅰ ●建設⼯学実験Ⅰ
●建設マネージメ
ント

●測量学Ⅱ ●建設⼯学実験Ⅱ ●卒業研究

●建設デザイン学 ●測量学実習Ⅱ

●測量学実習Ⅰ
●建設システム総
合演習

●インターンシッ
プ（夏季・春季休
暇中）

●建設システムセ
ミナー

※履修モデルはあくまでも⼀例です。
※カリキュラムは変更となる場合があります。

建設コンサルタント・計画設計技術者想定される具体的な進路・職種

※教員免許取得をめざす場合は、別途、教職課程の履修、学芸員資格取得をめざす場合は学芸員課程の履修が必
要です。

※記載された科⽬のみでは卒業要件を満たしていない場合があります。履修の際は、カリキュラム表などで確認
のうえ、履修をしてください。

防災システム系

⽔⼯システム系

建設技術系コンサルタントは、橋梁設計、道路計画などの構造事業、あるいは河川全般の調査や設計などの社会
計画事業など、⾮常に幅広い分野の事業を展開しています。このようなコンサルタントをめざす⼈は、数学や物
理学などの理⼯基礎科⽬、英語コミニュケーションなどの総合基礎科⽬を素養として習得し、構造⼒学、⽔理
学、地盤⼒学などの⼒学科⽬と測量学、測量実習や製図などの⼟⽊事業かかわる専⾨科⽬の習得が必要です。さ
らに、社会基盤計画学や都市・国⼟計画論、および建設マネージメントなどの都市計画に関する専⾨知識の習得
が重要となります。

●選択科⽬ ●選択必修科⽬ ●必修科⽬

建設計画システ
ム系 ●社会基盤計画学

Ⅰ
●交通システム学

地盤システム系 ●地盤調査システ
ム学

区分
授業科⽬

理⼯学部総合基礎部
⾨

専
⾨
部
⾨

理⼯学基礎科⽬

構造システム系

共通



建設分野の民間企業就職をめざす

1年次 2年次 3年次 4年次

●⼈⽂科学基礎Ⅰ ● ⽂学

●社会科学基礎Ⅰ ● ⽇本国憲法

●アジア⽂化論Ⅰ
● 英語コミュニ
ケーションⅢ

●欧⽶⽂化論Ⅰ ● ドイツ語Ⅲ

●英語コミュニ
ケーションⅠ

● フランス語Ⅲ

●ドイツ語Ⅰ ● 中国語Ⅲ

●フランス語Ⅰ
● 英語コミュニ
ケーションⅣ

●中国語Ⅰ ● ドイツ語Ⅳ

●体育科学Ⅰ ● フランス語Ⅳ

●⼈⽂科学基礎Ⅱ ● 中国語Ⅳ

●社会科学基礎Ⅱ

●アジア⽂化論Ⅱ

●欧⽶⽂化論Ⅱ

●⽂化⼈類学

●英語コミュニ
ケーションⅡ

●ドイツ語Ⅱ

●フランス語Ⅱ

●中国語Ⅱ
●体育科学Ⅱ

● 数学Ⅰ ● 応⽤数学Ⅰ
●計算プログラミ
ング

● 数学Ⅱ ● 材料⼒学 ●数値計算法
● 物理学Ⅰ ● 応⽤数学Ⅱ

● 物理学実験Ⅰ

● 化学Ⅰ
● 技術者倫理

● コンピューター
サイエンス

● コンピューター
リテラシーⅠ

● 理⼯学概論Ⅰ

● 数学Ⅲ
● 数学Ⅳ
● 物理学Ⅱ
● 物理学演習

● 物理学実験Ⅱ

● 環境倫理

● コンピューター
リテラシーⅡ

● 理⼯学概論Ⅱ

●構造⼒学Ⅰ
●構造⼒学Ⅱ

●⽔理学Ⅰ ●海域システム学

●⽔理学Ⅱ ●⽔質処理額
●地盤⼒学Ⅰ ●地盤⼒学Ⅲ
●地盤⼒学Ⅱ ●建設地質学

●都市・国⼟計画
論

●道路システム学

●複合材料⼯学Ⅰ

●建設材料リサイ
クル

●複合材料⼯学Ⅱ

●防災システム学
Ⅰ
●防災システム学
Ⅱ
●砂防⼯学

●製図技法 ●建設施⼯法Ⅰ ●建設施⼯法Ⅱ

●測量学Ⅰ ●建設⼯学実験Ⅰ ●卒業研究

●測量学実習Ⅰ ●建設⼯学実験Ⅱ

●建設システム総
合演習

●インターンシッ
プ（夏季・春季休
暇中）

●建設システムセ
ミナー

総合建設会社（ゼネコン）・建設施⼯技術者想定される具体的な進路・職種

総合建設会社（ゼネコン）は、橋梁やライフラインを始めとする建設インフラ構造物を対象とした、設計、施
⼯、そして技術研究を⾏う部署を有する⼤規模な会社です。これは、特に施⼯に関連する部署で働く建設技術者
をめざす学⽣のための履修モデルで、数学や物理といった理⼯学基礎科⽬、構造⼒学、⽔理学、地盤⼒学等の⼒
学科⽬、測量学、測量学実習などの施⼯に関連する基礎科⽬により建設に関連する基礎的な理論を修得し、建設
施⼯法、構造システム学、建設地質学などの施⼯関連科⽬により施⼯技術に関する知⾒を⾝に付けることが重要
です。

●選択科⽬ ●選択必修科⽬ ●必修科⽬

※カリキュラムは変更となる場合があります。
※履修モデルはあくまでも⼀例です。

※教員免許取得をめざす場合は、別途、教職課程の履修、学芸員資格取得をめざす場合は学芸員課程の履修が必
要です。

建設計画システ
ム系 ●社会基盤計画学

Ⅰ

建設材料システ
ム系

●建設材料学

●構造システム学 ●橋⼯学

⽔⼯システム系

※記載された科⽬のみでは卒業要件を満たしていない場合があります。履修の際は、カリキュラム表などで確認
のうえ、履修をしてください。

防災システム系

共通

専
⾨
部
⾨

理⼯学基礎科⽬

構造システム系

地盤システム系

区分
授業科⽬

理⼯学部総合基礎部
⾨
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